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１．はじめに 

副詞「たぶん（多分）」は、従来の研究では、「推量」（市川 1976 など）や

「推量の陳述」（石神 1987）、「推測」（工藤 1982, 2000）と解説されることが

多く、文末形式の「だ（です）」と共起する場合と「だろう（でしょう）」と

共起する場合とで話し手による確信度が異なると説明される。しかし研究者

によって上記の用語ないし定義の違いがあり、「推量」、「推測」の他にも、

さらに「推論」、「推敲」、「推定」、「推察」など、文献・資料にも散見する。

いずれも、さまざまな種類の副詞を一度に扱い、「分析」ないしは「分類」

するためにエティック（etic）な視点（研究者側の視点）（C. Goodwin 1984

など）に基づいた解釈である1。 

ところが、自然会話データを通して詳細に観察すると、会話の当事者たち

の間で、話し手個人による推量あるいは話し手による可能性の判断などだけ

では説明しきれない何らかの社会的行為（social action）のために「たぶん」

が使用されていることが見えてくる。つまり、相互行為において、聞き手に

向けて発話がデザインされる中で、「たぶん」は話し手個人の言い方などと

してだけよりも、インタラクションを組織化していく上でのリソース

（resource）となっているらしいことが分かる。そうした使用のあり方は、

話し手個人のレベルでは捉えきれない側面が存在し、単に個人による推量や

推論などという認知的作業にのみ帰属させられるものではないはずである。 

そのため、本稿では、会話分析（Conversation Analysis, CA）ならびに相互

行為分析（analysis of interaction）の手法、およびマルチモダリティ（C. 

Goodwin 2000）の概念を用いて、副詞「たぶん」だけでなく、「たぶん」を

含む発話（およびその発話を伴うジェスチャーなどの非言語行動）の連鎖

（sequence）を通して、会話の当事者たちが何を行ない、何を達成している

かを、微視的に考察し、記述していく。 

                                                 
1
 イーティック（etic）に相対する概念として、イーミック（emic）がある。それぞれ、「phonetic」

（音声）と「phonemic」（音素）からの、言語学者 Pike（1954, 1967）による造語であり、

文化人類学、質的心理学研究などの分野においても応用されることがある。Pike（1954, 

1967）の「車」の例から言うと、イーティック（etic）はさまざまな種類の車の部品を一定

の基準を用いて一度にまとめて記述する方法であり、それに対して、イーミック（emic）

はある特定の車の全体の構造や機能を詳細に記述していく方法である。会話分析（CA）に

関連する解説として、ten Have（1999, 2007）、山田（2004）、池田（2009）などがある。例

えば池田（2009）によると、イーティック（etic） な視点は「研究者が比較のために設け

た、個別の文化体系にかかわらない外側から規準をあてはめて特徴を記述する視点」（p.13）

であるのに対し、イーミック（emic）な視点は「研究対象とする個別の文化体系（言語体

系を含む）の“内側”からみて潜在するシステム（または秩序）を発見する視点」（p.13）で

ある。会話分析では、特に後者のイーミック（emic）な視点（またはそれに基づいた情報

の抽出）が重要である。 
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２．先行研究 

2.1 副詞「たぶん」に関する先行研究 

 これまでの日本語学の研究では、副詞「たぶん」に限定した議論が尐なく、

多くの場合、文レベルにおいて、他の副詞や類義表現（例えば「おそらく」、

「きっと」、「もしかしたら」、「ひょっとしたら」など）との意味の違いや、

推量の助動詞（「だろう（でしょう）」、「と思う」など）との共起または呼応

関係2に重点が置かれている。「たぶん」の典型的な定義については、「推量」

（市川 1976、石神 1987、高橋他 2005 など）や「推量の陳述」（石神 1987）、

「推測」（工藤 1982, 2000）、「「きっと」に比べて弱い推量」（森田 1989）、

「その可能性が強いことを判断していう語」（茅野他 1987）などがある。 

 「推量」以外に、「確信度」という観点からもしばしば議論されている。

例えば、益岡・田窪（1992）は「確かさの度合を表す陳述の副詞」（p.127）

と解説している。また、宮崎他（2002）は「確信度の副詞（または確信度を

表す副詞）」（p.129）とし、「たぶん」とその他の類義表現との異同について

取り上げている。こうした「推量」や「確信度」、「可能性」などの解説は、

副詞「たぶん」そのものの定義について示すことを目的としている。研究者

の内省や想定に基づき、整理された人工的なデータを用いて、エティック

（etic）な視点（C. Goodwin 1984 など）から得られた解釈である。 

言葉の意味・用法について議論する場合、上記の解説や定義の異同は無論

重要である。ところが、もし Gardner and Wagner（2004）の「言語は、（人間

の社会的）行為（action）を伝達するための媒介手段（vehicle）の一種とし

て働き、それもまた社会的世界（social world）を構成する上での決定的要素

（crucial element）となっている」（Gardner and Wagner 2004：2、日本語訳は

本稿著者による）という視点から考えると、実際の相互行為としての会話の

中で「たぶん」が使用されるのは、ただ単にある話し手個人の中の問題とし

て（一方的に推量のメッセージを伝えるため）ではなく、聞き手と協同的に

インタラクションを構築していくためであると考えられる。そのため、従来

の「推量」、「推測」、「可能性」、「確信度」などのラベルを一旦剥がし、イー

ミック（emic）な視点（会話参加者側の視点）（C. Goodwin 1984 など）から、

「たぶん」という副詞そのものだけでなく、自然会話データを用いて、全体

の流れから「たぶん」を含む発話とその前後の文脈を観察し、会話の当事者

たちが実際に行なっていること・達成していることを見る必要もある。 

                                                 
2
 例えば、庵他（2001）では、「たぶん」を「誘導副詞」の中に含めて、「誘導副詞は陳述

副詞・文副詞などとも呼ばれるもので、後に続く表現（特定の文末形式）を聞き手に予測

させる機能を持っている」、「文末形式（「だろう」、「と思う」）を伴わなくても使える」、そ

して「モダリティ表現の有無で意味は変わらない」（pp.378- 381）と解説されている。 
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2.2 会話分析（CA）と相互行為分析に関する先行研究 

 Schegloff（1984）は、英語における「質問形」を例に、「質問形が『質問

以外のこと』をなし遂げているのであれば、『ある質問が＜質問する＞以外

のことをなす』のみならず、『その質問形を通して、何が達成されたか』を

見なければならない」と述べている（Schegloff 1984：34- 35、日本語訳は本

稿著者による）。また、文や発話の中で「I promise…」や「I bet…」（または

それを含む発話）が使用されたら、必ず「誓う」や「賭ける」という行為が

なされるというわけではない。Schegloff（1984）は Sacks による分析を例に、

実際の会話では、「I promise…」や「I bet…」が使用された場合でも、「誓う」

や「賭ける」とはまったく関係のない行為（例えば、「話題を始める」こと

など）がなされ得ると主張している。このように、同じ言語形式であっても、

複数の意味、すなわち、あいまいさが存在することがある。ある言語形式が

会話の中でその言語形式とはまったく別の行為がなされ得るのは、会話の連

鎖の中でその発話がなし得ていることのあいまいさが存在しているからで

ある。会話において、あいまいさがしばしば存在しているにもかかわらず、

会話の当事者たちは発話をデザインしお互いに理解し合っているのである3。 

Schegloff（1984）は、会話の当事者の間の理解の構築を精密・緻密に観察

するため、会話分析（CA）というアプローチを使用している。会話分析は、

社会学者 Garfinkel によるエスノメソドロジー4（ethnomethodology）を源流

として、その後、Sacks、Schegloff らによって展開されたアプローチである

（上野 2004：104 - 105）。伝統的な社会学の考え方と違って、最初から仮説

は立てずに、ありのままの「人々の日常的な出来事」を、録音、録画された

自然会話データを用いて、会話の当事者たちの発話そのものだけではなく、

視線、ジェスチャーまで緻密に観察し記述する（上野 2004：104）。実際、

このように、会話分析の手法を使用し日常的な言語使用（言語によるインタ

ラクション）を調査した社会学の研究者たちは、自然会話データの質的分析

を通して、多くの現象や常識だと思われてきた考え方を、新たに見つめ直し

                                                 
3
 一方、研究者・分析者が自然会話データの分析に臨む際には「overhearer」（Schegloff 

1984：50）であり、「会話の中で何が話されているのか（what - is - being - talked - about）」

（Schegloff 1984：50）が分からない場合がある。 
4
 エスノメソドロジー（ethnomethodology）は、伝統的な社会学における「社会の構造・組

織の解明」という研究目標とは異なり、人々の日常的な言語使用または言語によるインタ

ラクションの調査を通して、人々がどのように相手と調整・交渉しながら、社会的な行為

・活動を達成し秩序を作り上げていくのか、その様相を記述し解明していくことが重要だ

と考える（上野 2004：104 - 107）。なお、「エスノメソドロジー」は、直訳すると、「人々」

（エスノ）の「方法論」（メソドロジー）という意味である（Ｇ．サーサス他 1989、西阪

1997、上野 2004）。 
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たり、問いかけたりすることができた5。会話分析の強みは、「言語」そのも

のにとどまらず、「人々が行なっていること」が記述できることにある。 

 日本語の自然会話データの分析を用いた研究を挙げると、例えば西阪

（2003）は、会話の中で当事者たちが自分（たち）の物語を語る時に使用さ

れている「らしい」や「ですよ」という表現が発言6の内容とその内容に対

する発言者の確信の程度とは必ずしも関係があるとは限らないと分析して

いる。「らしい」は単なる「推測」であるというよりは、発言者が「らしい」

という表現の使用を通して、相互行為において発言を「伝聞」として組み立

てている、と西阪（2003）は分析している。また、「それぞれの発言はその

時々の参加の構造にふさわしいしかたでデザインされている」（p.69）とい

う。したがって、「重要なのは、相互行為においてその発言が何を行なって

いるのかである」（p.69）と述べている。 

なお、C. Goodwin（2000）は、「会話」は「会話」にとどまらず、それよ

りも広いレベルでの「人間の行為」（human action）で見る必要性を唱えてい

る。C. Goodwin（2000）は、子供たちによる「ケンケン遊び」（hopscotch）

と考古学者たちによる「土の色分け作業」という二つのデータを用い、微視

的な分析を通して、「人間の行為は、一系列の多種多様の記号論的リソース

の同時配置によって構築されている」（C. Goodwin 2000：1489、日本語訳は

本稿著者による）と主張している。 

したがって、話し手と聞き手が実際に「行なっていること」および「達成

していること」を見るためには、発話（言語）を観察するだけでは、十分と

は言えない。会話データの中から発話と同時に起きているものを捨象した

ら、発話以外のリソースを通して「行なわれていること」や「達成されてい

ること」はおそらく見えてこない。 

 以上の先行研究を基に、本研究では、副詞「たぶん」が使用された時の「話

し手の確信の程度や心的状態」から出発せず、その代わり、会話の当事者た

ちが「たぶん」をリソースの一つとして、どのように他の利用可能なマルチ

モダルなリソース（C. Goodwin 2000）と共に、発話を組み立て、その発話

を通して何が行なわれ、達成されているのかを観察する。 

 

2.3 なぜ日本語第二言語話者の言語使用を見るのか 

Gardner and Wagner（2004）によれば、「母語話者（第一言語話者）と第二

言語話者が会話を交わすということ」はもはや日常生活において極めて一般

                                                 
5
 具体的には、例えば社会とは最初から与えられたもので、人々は社会という枠組みの中

で行動するという伝統的な考え方への問いかけがある（上野 2004：104）。 
6
 西阪（2003）では「発言」という用語を使用しているが、本稿では「発話」という用語

を使用する。 
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的な出来事になってきており、第一言語話者同士の会話と同じく「普通

（normal）の会話」として見ることができる。さらに言うと、第一言語話者

同士の会話よりも、むしろ、逆に第一言語話者と第二言語話者による会話・

相互行為のほうが「文法」、「コミュニケーション」のあり方
．．．

について新たな

示唆を与えてくれる場合もある。しかしながら、これまでは、第二言語話者

の発音や文法的な誤りが問題として扱われてきたのである（Gardner and 

Wagner 2004：1- 3）。日本語第一言語話者と同じく、日本語第二言語話者が

実際に「日本語」を「使用」し、日本語第一言語話者と共に何らかの「実践

を行なっている」という事実に目を向けることは、彼らが発話などを通して

「行なっていること」を見る必要性を浮かび上がらせる。発音や文法の誤用

などの個人のレベルの問題を超えた相互行為のレベルにおいて、日本語第二

言語話者がどのように日本語をリソースの一種として、同時に、他の利用可

能なマルチモダルなリソース（C. Goodwin 2000）との組み合わせを通して、

日本語第一言語話者とインタラクションを構築し、その過程の中で何を行な

って、何を達成しているのかを微視的に見ることは、従来ほとんど試みられ

ていない重要な作業である。筆者手持ちの日本語第二言語話者と中国語第二

言語話者による自然会話データを観察したところ、副詞「たぶん」を含む発

話が多用されていることが分かった。日本語第一言語話者や、日本語第二言

語話者のそれぞれの個人
．．

の特徴とは別に、本稿では、相互
．．

行為の観点から分

析していく。 

３．データ分析 

3.1 データについて 

 本稿で使用しているデータは、日本語第二言語話者（中国語母語話者）と

中国語第二言語話者（日本語母語話者）による自然会話・インタラクション

の様子を録画したものである。日本語第二言語話者のＹは、データ収録時

（2008 年 4 月）、某大学の大学院に在籍していた。日本語母語話者のＦは、

某大学の学部生であり、中国語を第二外国語として勉強していた。ＹとＦは

いわゆる「language exchange」という語学交流活動を普段定期的に行なって

いる。そのため、使用言語は、原則的にそれぞれの第二言語であった。時に

は、自分の第一言語（母語）に切り替えて質問したり補足したりすることも

あったが、主にＹは日本語を、Ｆは中国語を使用していた。 

データ収集の際、研究調査の詳細内容とデータの使用方法について、事前

に説明し、ＹとＦ双方の同意を得て、同意書に署名をしてもらった上で、ビ

デオ撮影を行なった。録画はビデオカメラ（SONY 3CCD Handycam 

DCR-TRV 900）を三脚の上に設置し、録音は外部マイクを机の上（ＹとＦの

間）に置いて行なった。なお、機材の配置を除き、座り方や物の配置（図 1）
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は、研究調査者（筆者）から働きかけることは一切なく、収録当日、ＹとＦ

がその場で決めていた7。次節から、データの中からいくつかの事例の分析

を提示する。まず、「たぶん」を含む発話（の連鎖）がどのような環境で現

れているのか、その現れ方に注目する。そして、ＹとＦが「たぶん」を含む

発話連鎖の中の一つ一つの発話を通して実際に何を行なっているのか（何が

行われているのか）を微視的に観察し、記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 配置 

3.2 事例 

3.2.1「答えや意見の提出の準備をしていること」を投射する「たぶん」 

【事例１】 Ｙ＝日本語第二言語話者（中国語母語話者）、Ｆ＝中国語第二

言語話者（日本語母語話者）。Ｆは、日本語の「ヒッチハイク」を中国語で

どう表現し説明すればいいかとＹに質問している。 
 

01 Ｆ：え？要
yao4 

是
s h i 4

（．）要
yao4 

是
s h i 4

（．）えっと：翻
fan1 

訳
y i 4

（．）翻
fan1 

訳
y i 4  

的
d e 0  

話
h u a 4

 
8
 

         （（「翻訳的話（fan1 yi4 de0 hua4）」と発話する時、一瞬視線をＹに送り、 

その後、Ｙの電子辞書に視線を向ける。 

その間、ＹはＦを注視したままである）） 

 02 Ｙ：はい  （（Ｆを注視する）） 

                                                 
7
 本稿のデータは、ＹとＦに協力を依頼し、同意を得た上でビデオ撮影を行なったもので

ある。この点において、「完全に」自然な会話データであるとは言えない。しかしながら、

従来の多くの研究で使用されてきた実験的場面での会話データと比較すると、研究調査者

（筆者）からの働きかけや指示を一切受けることなく、会話の当事者たちがその場でお互

いに必要に応じて会話を進めているという点において、より実際のインタラクション場面

での会話データであると言える。 
8
 「もし翻訳するとしたら」。中国語の助動詞＋動詞の「要是（yao

4
 shi

4）」は、日本語の副

詞「もし（も）」に相当する。「翻訳（fan
1
 yi

4）」は日本語の動詞「翻訳する、訳す」とほぼ

同義で使われる。「的話（de
0
 hua

4）」は仮定形で、日本語の「たら」に相当する。 

Ｆさん Ｙさん 

Ｙの手帳 

外部マイク 

Ｙのメモ用紙 

Ｙの電子辞書 

Ｆの電子辞書 

Ｆの筆記用具 

Ｆのメモ用紙 
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 03 Ｆ：えっと：：這個
zhe4 ge0

：＝ 

 04 Ｙ：＝これ？（あ）こういう言葉？ 

 05 Ｆ：うん 

 06 Ｙ：ですか？ 

 07 （．） 

 08 Ｆ：えっと： （（自分の紙を見ながら）） 

 09 Ｙ：はい   （（Ｆを注視する）） 

→10 Ｆ：怎
zen3 

麼
m e 0

 怎
zen3 

麼
m e 0

（．）怎
zen3 

麼
m e 0

：： 説
shuo1 

明
ming2

 
9
 

→11 Ｙ：（うん）たぶんこれ：： 

 
（（ＹがＦに身体ごと自分の電子辞書を近づけて画面を見せながら「（うん）たぶん」と発話 

すると、Ｆはすぐ視線をＹの電子辞書の画面に向け始める。Ｙは「これ：：」と発話した後、 

右手の親指で自分の電子辞書の画面にある字を指差し、Ｆに示す）） 
 

→12 Ｙ：こういう： あの翻訳（．）いいんじゃないですか 

           （（「こういう：」と発話する時に自分の電子辞書の画面を右手の親指で 

指し示す。ＦはＹの電子辞書の画面を続けて見る）） 

→13 Ｆ：［分かる？］ 

→14 Ｙ：［攔車
lan2 che1 

旅行
lu3 xing2

］（（Ｆは 13行目で「分かる？」と発話すると同時に、視線をＹの電子辞書 

の画面からそらし、Ｙに視線を向け、はっきりと注視する。一方、Ｙは 

14行目で自分の電子辞書の画面を指差し、見せたままの姿勢をとる）） 

→15 Ｆ：すぐに   （（ＦはＹを注視した後、視線がＹと自分の紙の間で行き来する）） 

  

→16 Ｙ：.hhh う：：：ん たぶ：んあの ぱっと最初には：＝ 

      （（Ｙは電子辞書を見つめながら、.hhhと吸気音と同時に、身体を元の位置に戻す。 

「う：：：ん」と言い淀む時、Ｆは一瞬視線を自分の紙に戻す。そして、Ｙが自分 

の電子辞書を両手に持って、画面を見つめたまま「たぶ：ん」と発話すると、「ぶ」 

の時に、Ｆは視線をＹに戻し、注視する）） 

                                                 
9
 「どうやって説明すればいいですか」。「怎麼（zen

3
 me

0）」は、日本語の「どうやって」、

「どのようにして」に相当し、「説明（shuo
1
 ming

2）」はここでは名詞ではなく動詞であり、

「説明する」の意。 
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→17 Ｆ：＝うん （（頷いた後、一瞬視線をＹからそらす）） 

→18 Ｙ：あのたぶん分からない （（Ｙが電子辞書の画面を見つめたまま「あのたぶん」と 

発話すると、Ｆは、先一瞬そらした視線をＹに戻す。 

Ｙは顔を上げると同時に視線をＦに向けて「分からない」 

と発話し、右手を下ろす。Ｆはもう一度視線をＹから 

そらす。下を向いて、19行目で「お：：：」と頷く）） 

 

→19 Ｆ：お：：： 

     （（軽く頷きながら、机の上の紙を見る。その後、また視線をＹに向ける）） 

 20 Ｙ：と思って（．）ただ：（1.0）.h（．）あの（．）この：言葉？＝ 

     （（自分電子辞書を見ながら「と思って」と発話する。Ｆは細かく頷くが、一瞬よそ見を

する。Ｙは、「この：」と発話する時、指を電子辞書の画面の上で回しながらＦを注視

する。「言葉？」と発話しながら、右手で電子辞書と示す。一方、Ｆは右手で頬杖を突

いて、下を向いたまま紙を見ている）） 

 

 21 Ｆ：＝うん （（右手で頬杖を突いて、メモを取ろうとする）） 

 22 Ｙ：あのちゃんと： 頭に考えれば：（（視線がＦと自分の電子辞書の間で行き来する）） 

 23 Ｆ：うん  （（頷きながらメモを取る）） 

 24 Ｙ：あの分かるか［もしれない］      （（電子辞書と机を交互に見ながら発話）） 

 25 Ｆ：      ［お：：  ］ ﾟほほほﾟ （（メモを取りながら相槌を打つ）） 

 26 Ｙ：はい  （（電子辞書を見ながら）） 

 27 Ｆ：う：：ん（（メモを書き終えて、ボールペンを持ち上げる）） 

 

この事例は、Ｆによる質問から始まっている。Ｆによる質問は、01 行目

と 10 行目での（中国語の）発話を通してなされる。Ｆは 01 行目で日本語の

「ヒッチハイク」を中国語に翻訳するとしたらどう表現すればいいかとＹに

質問する。その後、02 行目から 06 目まで、ＹがＦに確認するやりとりが見

られる。07 行目での短いポーズの後、Ｆは 08 行目で「えっと：」とターン

（turn）を取り始める。Ｙは 09 行目で「はい」と相槌を打ち、Ｆの次の発

話を聞く準備をする。 

Ｆは、01 行目での続きの発話として、10 行目で、中国語で発話する間、

Ｙに視線を向ける。一方、ＹはＦが言い淀む間、視線を変えて、自分の電子

辞書を見つめる（図 2 と図 3）。Ｆの質問を受けて、Ｙはそれについて応答

する。Ｙはまず自分の電子辞書から「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）」という

言葉を見つける。11 行目で、Ｙの微かに聞こえる「うん」と、伸ばし音を

含む「たぶんこれ：：」の発話とともに、身体的位置がはっきりと変わり
．．．．．．．．．．．．．．

、
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Ｆに身体ごと自分の電子辞書を近づけ、画面を見せる
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

。Ｆは、同じ 11 行目

で、Ｙの「たぶん」を聞いた時点で、自ら視線の送
．．．．．．

り先を
．．．

、ＹからＹの電子
．．．．．．．

辞書の画面へと変え、注視し始める
．．．．．．．．．．．．．．．．

（図 4 と図 5）。Ｙは、「これ：：」と発

話した後、Ｆに電子辞書の画面の字が（よりはっきり）見えるように、自分

の電子辞書の画面にある字を右手の親指で指差す（図 6）。Ｆが電子辞書を

注目しているのを受け、12 行目で「こういう： あの翻訳（．）いいんじゃ

ないですか」とＹは発話を続ける。 

 

10 Ｆ： 怎
z e n 3

麼
m e 0

 怎
z e n 3

麼
m e 0

（．）怎
z e n

麼
m e

：： 説
shuo1 

明
ming2

  

 

図 2                図 3 
 

11 Ｙ：（うん）たぶんこれ：： 

 

図 4          図 5         図 6 
 

10 行目から 12 行目までのやりとりは、典型的な「質問―応答」である。

11 行目での「たぶんこれ：：」というＹの発話は、Ｆの質問を受けた直後

に発話され、「相手に（自分の）身体ごと電子辞書を近づけて画面を見せる

ジェスチャー」という非言語行動を伴っている。また、Ｙは「たぶん」だけ

でなく、伸ばし音の「これ：：」や、ジェスチャーや、人工物（電子辞書）

などのリソースを組み合わせて、Ｆへの「応答」の発話を組み立てる準備を

する。一方、図 3 に示すように、Ｆは、それを受けて、すぐ自ら視線の送り

先をＹからＹの電子辞書へと変え、画面を注視し始める。ここで、ＹとＦに
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よって行なわれていることは、ただ単に「質問―応答」だけでない。それと

同時に、Ｙの 11 行目での「たぶんこれ：：」という発話は、Ｆに「答えや

意見の提出の準備をしていること」を「投射10」（project）しているように見

える。実際、それを受けたＦは、すぐ自ら視線の送り先を、「Ｙ」から「Ｙ

の電子辞書」へと変え、画面を注視し始め、聞く準備をしている。Ｙは、Ｆ

が電子辞書の画面の字を注視してくれているのを知り、「こういう：あの翻

訳（．）いいんじゃないですか」と 12 行目で発話を続けると同時に、質問

を受けた「話し手」として、中国語母語話者としての自分の「意見」（opinion）

を提出する。Ｆは、12 行目のＹの「意見」を受けて、13 行目と 15 行目で、

「分かる？」、「すぐに」と発話し、一般的にその言葉を中国語母語話者は聞

いたらすぐ理解できるのかと、さらに聞き返す。それと同時に、ＦはＹを注

視する。Ｙは、Ｆの「分かる？」、「すぐに」という発話を（追加の）質問と

して受けとめ、16 行目で、「.hhh」とやや長い吸気音と同時に、Ｆから尐し

離れる（図 7 と図 8）。その直後、「う：：：ん」と言い淀む時、Ｆは一瞬視

線を自分の紙に向ける（図 8）。Ｙが続けて「たぶ：ん」と発話すると、「ぶ：」

の時点で、Ｆは紙に向けている視線をＹに戻し、Ｙを注視する（図 9）。 
 

16 Ｙ： .hhh う：：：ん たぶ：んあの ぱっと最初には：＝ 

 

 

図 7          図 8         図 9 

 

一方、Ｙは、16 行目で「たぶ：ん」と発話する時、Ｆを見ているわけで

はない。Ｙは自分の電子辞書を両手に持って、画面を見つめたままである。

                                                 
10

 「投射」の定義について、串田（2006）は、「時間の進行の中で言葉が用いられていると

き、ある時点までに発せられる言葉は、その発話の統語的形状（すぐ次の瞬間にどんなタ

イプの統語要素が発話されそうか、その発話はどんな統語構造をとりそうか、など）、その

発話の種類（その発話はどんな行為を行うものになりそうか）、その発話の完了可能点（そ

の発話はいつ完了しそうか）、を予示・予告する性質がある。いいかえると、聞き手は進行

中の発話をリアルタイムで分析することで、以上のことについて予測することができる。

進行中の言葉が、これらのことを予示・予告することを「投射」という」と書いている

（p.53）。また、林（2008）は、「投射はある行為が完全に産出されてしまう前に、それがど

のような行為なのか、そしてその次に適切（relevant）になる行為は何かを予測することを

可能にする」と書いている（p.16）。 
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しかしながら、16 行目で「たぶ：ん」が発話された前後の
‧‧‧‧‧‧‧‧

、Ｆによる視線
‧‧‧‧‧‧

の変化
‧‧‧

から分かるように、Ｆは、Ｙの「たぶ：ん」の後続の発話を聞こうと

している。ここでのＹの「たぶ：ん」という発話は、「（今、これから・この

あと、次に）答えや意見が（Ｙによって）提出される」ことを投射している。

そのため、Ｆは「たぶ：ん」の次に来る発話を聞こうとし、聞き手としての

志向を示していると考えられる。 

ここで、「たぶん」と「確信度」（確信の程度）との関連について一度考え

てみたい。まず、11 行目での「たぶんこれ：：」と違い、16 行目でのＹの

「.hhh う：：：んたぶ：ん」の発話の中の「ぶ」のところに、伸ばし音が

観察される。伸ばし音の有無によって、何かが異なるのだろうか。例えば、

「たぶん」か「たぶ：ん」か（さらに、「たぶ：：ん」、「たぶ：：：ん」な

ど）によって、Ｙの「確信度」は変わるかどうかといった議論は可能なのだ

ろうか。実際、Ｙは 16 行目で電子辞書や他の情報源など一切なしに発話し

ている。「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）という言葉（表現または造語）を、

中国語母語話者は一般にすぐに理解できるのか」というＦの質問について、

電子辞書には関連情報が載っていないため、Ｙは自分の判断でこの質問に答

えなければならない。根拠となる情報がない、もしくは自分なりの判断で答

えるしかないため、話し手は発話の内容に対する自信もしくは確信の程度が

低くなり、その結果、「たぶん」に伸ばし音を伴った、という議論も可能な

のかもしれない。しかし、以上の事例を観察する限りでは、11 行目でＹが

「たぶんこれ：：」と発話しているのも、16 行目で「.hhh う：：：んたぶ：

ん」とＹが発話しているのも、決してＹ個人だけの問題ではない。むしろ、

Ｙが「Ｆに答える準備をしている」という事実と、その後の聞き手としての

Ｆによる反応に注目する必要がある。「たぶん」を含む各発話は、（今）Ｙが

答えや意見の提出の準備をしていたり、（これから・このあと）Ｙが自分の

答えや意見を言い始めたり、（次に）Ｙの答えや意見が来たりすることなど

を投射している。そうでなければ、Ｆは「聞き手としての志向」を示さずに、

さらに「話し手として」質問を補足したりすることも可能なのである。この

ように、相互行為としての会話において、「たぶん」（「たぶん」の音声的な

要素も含めて）の使用は、ただ単に「話し手個人」の自信のなさの現れや、

確信の程度の問題であるというより、「会話の当事者たち」による社会的な
．．．．

もの
．．

なのである11。 

                                                 
11

 第二章の先行研究の中で述べたように、西阪（2003）は、発言者が会話の中で「らしい」

や「ですよ」などの表現を通して、発言を「伝聞」として組み立てる時、発言内容そのも

のの性質も、それに対する確信の程度も、おそらく無関係であり、重要なのは、相互行為

において、その発言が何を行なっているのかである、と分析している。 
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では、Ｙは、16 行目の「たぶん」を含む発話の後、次の（後に続く）発

話をどのように組み立て、「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）を中国語母語話者

は一般にすぐに理解できるのか」というＦの質問に答えているだろうか。そ

して、聞き手としてのＦの反応はどうだろうか。事例１に戻ると、16 行目

でＹは「.hhh う：：：んたぶ：ん」の直後に「あのぱっと最初には：」と

発話を続ける。一方、ＦはＹを続けて注視する。Ｙは「.hhh う：：：んた

ぶ：ん」と発話した直後、右手を高く上げ、「あの」と発話すると同時に、

右手（の手のひら）をぱっと開く。「ぱっと」と発話すると、右前方を押し

ていくようなジェスチャーをする。「最初には：」の「最」と発話する時、

ＹはＦと視線が合う。「最初には：」という発話の直後に、Ｙが頷くと、Ｆ

は、すかさず「うん」と相槌を打ち、頷いた後、一瞬視線をＹからそらす。

そして、18 行目でＹは「あのたぶん分からない」と発話する。Ｙが（電子

辞書の画面を見つめたまま）「あのたぶん」と発話すると、Ｆは先一瞬そら

した視線をＹに戻す。Ｙが顔を上げると同時に視線をＦに向けて「分からな

い」と発話し、右手を下ろす。一方Ｆは、再び視線をＹからそらし、下に向

いて、19 行目で「お：：：」と頷き、はじめて理解を提示する。このよう

に、Ｙが「あのたぶん」と発話すると、Ｆは先一瞬そらした視線をＹに戻し、

Ｙの「あのたぶん」の後続の発話（つまり、Ｙの答えや意見）を聞こうとし

ている。そして、「あのたぶん」の直後に、「分からない」というＹの答えや

意見が来ている。18 行目での「あのたぶん分からない」というＹの発話は

一見、切れ目がないように見える。しかし、Ｙは「あのたぶん」と発話する

時、Ｆを見ているのではない。Ｙは、自分の電子辞書を見ているのである（図

10）。その一方、Ｆは「あのたぶん」と聞き、17 行目で「うん」と頷いた後、

一瞬そらした視線をＹに戻す（図 10）。その後、Ｙは顔を上げると同時に視

線をＦに向けて「分からない」と発話し、そこでＦと視線が合う（図 11）。 

 

  
図 10               図 11 

 

 

2 

1 
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18 行目でのＹの発話はひとつながりのように見えるが、実際には、「あの

たぶん」と「分からない」の間で、ＹとＦの視線が変わっている。そこでは、

「あのたぶん」の直後に「これから（次に）意見を述べる」という投射がな

されていると考えられる。一方、Ｙの「あのたぶん分からない」という発話

の直後に、Ｆは、はじ
．．

めて
．．

「お：：：」と自分の理解を提示する12。 

 このように、事例１で３つの「たぶん」を含む発話連鎖を観察した現象に

ついて述べると、Ｆからの質問を受けて、Ｙは「たぶん」を含む発話を通し

て、「応答」の発話をデザインし組み立てている。また、発話が構築される

中、「たぶん」を含む発話は「答えや意見の提出の準備をしていること」を

投射し、それを受けて、Ｆは、「聞き手としての志向」を示し、Ｙに視線を

向け、「たぶん」に後続する発話を聞こうとする。 

 

3.2.2「結論をアナウンスすること」を投射し、今の発話を話者自身の答えや

意見としてマークする「たぶん」 

【事例２】（Ｙは、中国語母語話者は一般に「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）

という言葉を理解できるのか」というＦからの質問について、追加の説明を

している。） 
 

28 Ｙ：もしあの h そういう： あのなんだろう（．）映画 

         （（Ｙが「もし」と上を見上げながら発話すると、Ｆは急に視線をＹに向けるが、 

その後、一瞬、視線をはずし、また視線をＹに戻す。一方、Ｙは「なんだろう」 

と発話しながら俯く。「映画」と発話しながら頷いて、電子辞書を見る）） 

 29 Ｆ：う：ん （（視線を机に向ける）） 

 30 Ｙ：見た時 （（Ｆに視線を向けて）） 

 31 Ｆ：お［：：］（（顔を上げてＹを注視する。数回細かく頷く）） 

 32 Ｙ： ［を：］：覚 ［えて     ］ きたん（．）だったら 

 33 Ｆ：          ［あ そかそか ］          うん 

                                                 
12

 18 行目のＹによる「あのたぶん分からない」の発話の後、Ｆは 19 行目で「お：：：」

と、自分の理解を提示するが、Ｙは 18 行目に続いて 20 行目で「と思って（．）ただ：（1.0）.h

（．）あの（．）この：言葉？」とさらに発話する。Ｆは、21 行目で「うん」と相槌を打

つと同時に、右手で頬杖を突きながらメモを取ろうとする。Ｙは 22 行目の「あのちゃんと： 

頭に考えれば：」と、24 行目の「あの分かるかもしれない」と発話しているが、ＦはＹを

見ずに、右手で頬杖を突いたまま、メモを取りながら 25 行目で「お：：」と発話し、微か

に聞こえる「ほほほ」と理解（またはＹからの情報を受け取ったというサイン）を再度提

示する。なお、Ｙが 26 行目で「はい」と発話すると、Ｆは 27 行目で「う：：ん」と相槌

を打ち、ボールペンを持ち上げる（＝メモを書き終える）と同時に、頬に当てた右手を下

ろす。このように、Ｙは「あのたぶん分からない」という意見を言った後、「・・・れば」

や、「・・・かもしれない」を使用して追加の発話を組み立てるも、Ｆは、Ｙが 18 行目で

「あのたぶん分からない」と発話した時点で、すでに「Ｙからの答えや意見を得ている」

という振る舞いを示している。 
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                （（32行目でＹは「を：：覚えて」と発話する時、Ｆを注視する。 

一方、Ｆは 33行目で「あ そかそか」と下を向いて細かく頷く。 

Ｙは「きたん」と発話する時、Ｆから視線をそらす。「だったら」 

と発話する時にはまた視線をＦに向けるが、「だったら」の直後、 

視線を自分の電子辞書の画面に戻す。一方、Ｆは「あ そかそか」 

と頷いた後、下を向いて、視線を机に向ける）） 

 34 （．） 

→35 Ｙ：たぶん   （（「たぶん」と発話すると同時に、Ｆに視線を向ける。 

一方、Ｆは下を向いたまま）） 

→36 Ｆ：あ       （（下を向いたまま「あ」と言い、細かく頷く）） 

→37 Ｙ：三十秒（．）あ：：あの違う あ：三、五秒 

                    （（Ｙが「三十秒」と発話すると、Ｆは一瞬顔を上げて、Ｙを見る。 

一方、ＹはＦを見ている。その後、Ｙは「あ：：あの違う」首を 

細かく横に振りながら言い淀み、視線をＦからそらす。Ｙが「あ： 

三、五秒」と発話を続け、また視線をＦに戻す）） 

 

→38 Ｆ：三 h ［五秒 hhh        ］ （（笑いながら視線を机や紙に向ける）） 

→39 Ｙ：     ［超 h え h な h い h］ かかって 分かる 

（（Ｙの視線はＦと自分の電子辞書の間で行き来する。 

一方、Ｆの視線は机にある）） 

→40 Ｆ：ふ：ん                  （（頷きながら。視線は机に向けている）） 

41 Ｙ：［分かることに］なる     （（視線を自分の手にとっている電子辞書に戻す）） 

42 Ｆ：［へ：：：   ］         （（視線を机か紙に向けたまま）） 

 43 Ｙ：はい                      （（視線は自分の手にとっている電子辞書にある）） 

 44 Ｆ：ﾟそっかﾟ                 （（視線は机か机の上の紙にある）） 
 

事例２の中、35 行目での「たぶん」という発話によって行なわれている

ことは、事例１とどう異なっているだろうか。事例２では、事例１に引き続

き、Ｆによる追加の質問「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）という言葉を中国

語母語話者は一般にすぐに理解できるのか」について、Ｙによって説明がな

される。35 行目での「たぶん」という発話が出現するまで、「Ｙによる説明」

とそれに対する「Ｆの相槌」だけでなく、その都度のＹとＦの「視線の変化」

も観察される。 

Ｆは、29、31、33 行目での発話を通して、「すでに分かっている」という

ことをＹに提示している。まず、28 行目で、Ｙは「もしあの h そういう： あ

のなんだろう（．）映画」と発話し別の話題を導入することを通して、追加

の質問に対する答えや意見の説明を行なっているように見てとれる。実際、

Ｙが 28 行目で上を見上げながら「もし」と発話すると、Ｆは急に視線をＹ

に向けるが、その後、一瞬視線をはずし、またＹに戻す。Ｙは、「そういう： 

あのなんだろう」と発話しながら俯き、「映画」と発話を続ける時、一回頷

く。一方、Ｆは「映画」という発話を聞き、視線を下（机）に向けて、「う

ん」と相槌を打つ。30 行目で、Ｙは「見た時」と発話を続けると、一瞬、
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顔を上げて視線をＦに向ける。するとＦは、31 行目で「お：：」と発話し、

細かく頷き、Ｙによってまだ言われていない何かをすでに読み取っている振

る舞いをする。Ｆの「お：：」の伸ばし音と重なって、Ｙは 32 行目で「を：：」

と発話する。Ｙが続けて「覚えて」と発話すると、Ｆは 33 行目で「あ そか

そか」、「うん」と、自分の理解を提示している。なお、33 行目で、Ｆが「あ 

そかそか」と頷いた後、視線を下（机もしくは机の上に置いてある紙）に戻

す。Ｙは、34 行目の短いポーズの後、視線を自分の電子辞書からそらし、

Ｆを見て 35 行目で「たぶん」と発話する。一方、Ｆは、視線を机（机に置

いてある紙）に向けたまま、36 行目で「あ」と言って、細かく頷く（図 12）。

Ｙが 37 行目で「三十秒」と発話すると、下に向いていたＦは、顔を一瞬上

げてＹを見る（図 13）。 

 
35 Ｙ：たぶん  

36 Ｆ：あ 

      

         図 12              図 13 
 

 

35 行目の「たぶん」は、ターンの中で単独に出現する。この「たぶん」

の発話の次に何かが来ることが投射され、その後相手（Ｆ）が聞き手として

の志向を示しているように見える。しかし、Ｆはすでに 29 行目の「う：ん」

と、31 行目の「お：：」、33 行目の「あ そかそか」、「うん」で自分の理解

を提示している。したがって、35 行目でのＹの「たぶん」を受けて、36 行

目でのＦの「あ」と数回細かく頷くのは、「聞き手としての志向を示してい

る」というより、「すでに分かっている」とＹに提示していると見てとれる。

その裏づけとして、Ｙが 37 行目で「三十秒」と発話すると、Ｆは一瞬顔を

上げてＹを見る。Ｆが顔を上げたのは、Ｙの 35 行目での「たぶん」の発話

の時点ではなく、37 行目での「三十秒」に反応しているからである。事実、

37 行目でのＹによる「三十秒（．）あ：：あの違う あ：三、五秒」という

発話を受けて、Ｆは 38 行目で笑いながら「三、五秒」と発話し、40 行目と

42 行目で、何らかの新しい情報を受け取ったことを示す「ふ：ん」と「へ：：：」
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という反応を提示している。Ｙが 37 行目で「三十秒」と言い出す前に、Ｆ

は、35 行目の「たぶん」はＹの結論をアナウンスするものであってここで
‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧

説明が終わる
‧‧‧‧‧‧

という理解を示していると考えられる。このように、34 行目

での「たぶん」は、ＹとＦの間では、答えや意見の説明はそろそろここまで

で、「結論をアナウンスする」ことを投射していると見ることができる。 

 Ｆの 36 行目での「あ」とそれに伴う「下を向いたまま、数回細かく頷く」

という反応と、37 行目でＹが「三十秒」と発話し、Ｆが「一瞬顔を上げて、

Ｙを見る」という反応の変化は、Ｙが 35 行目で「たぶん」と発話した時点

で、Ｆは、それを「Ｙによる答えや意見の説明がそろそろ終わる」と見なし、

Ｙが 37 行目で「三十秒」と発話した時点で、Ｆはそれを「Ｙからの新しい

情報」と理解しているように見てとれる。事実、28 行目での「もしあの h そ

ういう： あのなんだろう（．）映画」と、30 行目での「見た時」、32 行目で

の「を覚えてきたんだったら」というＹの発話を受けて、Ｆは 29 行目での

「う：ん」と、31 行目での「お：：」、33 行目での「あ そかそか」、「うん」

などの発話を通して、Ｙに理解を提示している。32 行目での「を覚えてき

たんだったら」と、34 行目での短いポーズの直後に「たぶん」が 35 行目で

出現していることで、それまでのＹによる発話（追加説明）がまとまる、と

先読みすることはお互いにとって可能である。 

35 行目の「たぶん」の発話の後、37 行目と 39 行目に「三十秒」や「三、

五秒（を超えない）」とあるが、必ずしも中国語母語話者なら三、五秒以内

に「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 xing

2）」の意味が分かる（ピンと来る）わけでは

ない。これはあくまでＹによる答えや意見である。そのため、35 行目の「た

ぶん」は、「話者自身の答えや意見としてマークしている」ものであると見

なすことができる。 

次に、事例２の続きから、「たぶん」を含む発話が「結論をアナウンスす

ること」を投射し、「今の発話」を「話者自身の答えや意見としてマークす

る」という現象について、さらに考察する。 

 
 45 Ｙ：た［だ  ］あのぱっと（．）あの：（（視線は自分が手にとっている電子辞書に）） 

 46 Ｆ：  ［うん］                 （（視線は下に向けたまま）） 

 47 （．） 

 48 Ｙ：分からないほう（．）［あ：］ の人が 

 49 Ｆ：                   ［うん］    （（Ｙは 48行目で「分からない」と発話する時、 

顔を上げて視線をＦに向ける。 

一方、Ｆは「うん」の相槌の後、顔を上げて 

一瞬Ｙを見るが、また下に向ける）） 

 50 （．） 
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 51 Ｆ：［多い］              （（「多い」の発話がＹと重なり、 

一瞬Ｙを見る）） 

 52 Ｙ：［大勢］［大勢］          （（「大勢」の発話がＦと重なり、 

Ｆを見た後、電子辞書を見る）） 

 

→53 Ｆ：      ［うん］ うん う：ん＝   （（視線は下に向けたまま）） 

→54 Ｙ：＝たぶん（．）いる：： ん（．）です （（Ｙが「たぶん」と発話した時、ＹもＦも 

下を向いている。Ｙは「たぶん」と発話 

した後、「いる：：」と発話する時、一旦 

Ｆに視線を向けて、その後、電子辞書に 

視線を戻し、「です」と発話する。一方、 

Ｆは暫く下を向いたまま、細かく頷く）） 

  

55 （．） 

 56 Ｆ：ﾟそう（か）ﾟ （（小さい声で発話する。視線は机か紙に向けたまま）） 

 57 Ｙ：あ はい     （（Ｆに視線を向ける）） 

 58 Ｆ：で：（．）そう（1.0）こっから： （（紙に何かをなぞる）） 
 

上記の事例２の続きに出現する「たぶん」を含む発話は、よりはっきりし

た形で、「結論をアナウンスすること」を投射し、「攔車旅行（lan
2
 che

1
 lu

3
 

xing
2）を聞いて、ぱっと分からない人のほうが多い」という「今の発話」

を「話者自身の答えや意見としてマーク」している。45 行目で、Ｙの「た

だ あのぱっと（．）あの：」の、「ただ」の「た」で、Ｆは 46 行目で「う

ん」と相槌を打つ。47 行目での短いポーズで、Ｙは息を呑んでいる。48 行

目でＹが「分からないほう（．）あ：の人が」と発話を続け、49 行目でＦ

の「うん」という相槌が見られる。すなわち、Ｆはこの時点では、まだ聞き
‧‧‧‧

手として振る舞っている
‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧

。50 行目でまた短いポーズの後、Ｆは 51 行目で「多

い」と発話し、Ｙの 52 行目での「大勢」という発話と重なっている。Ｆに

よる 51 行目での「多い」という発話は、Ｙの 48 行目での発話を引き受ける

と同時に、再度自分の理解をＹに提示している
‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧

。特に、Ｆは 53 行目でＹを

見ずに下を向いたまま「うん うん う：ん」という相槌を打ち、「相手がこ

れから言おうとしていることをすでに理解している」とＹに提示している。

53 行目でのＦの「う：ん」の発話の直後、Ｙは、すかさず 53 行目で「たぶ

ん（．）いる：： ん（．）です」と発話する。 

ここでの「たぶん」は、前（53 行目で）のＦによる「う：ん」とラッチ

（latch）している。54 行目でＹが「たぶん（．）いる：： ん（．）です」

と発話する間、Ｆは暫く視線を下に向けたまま、細かく頷いている（図 14、

15、16）。 
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52 Ｙ：［大勢］［大勢］ 

53 Ｆ：      ［うん］ うん う：ん＝       

54 Ｙ：＝たぶん（．）いる：： ん （．）です 

 

 

図 14         図 15         図 16 

 

54 行目でのＹの「たぶん（．）いる：： ん（．）です」という発話の後、

55 行目で短いポーズが入り、Ｆは 56 行目で小さい声で「そう（か）」と発

話する。57 行目でＹが「あ はい」とＦに視線を向けると、58 行目でＦは

「で：（．）そう（1.0）こっから：」と発話しながらボールペンで紙に何か

をなぞり、最初の話題（個人旅行の物語の話）に戻ろうとする。 

このように、53 行目での「う：ん」とラッチした 54 行目での「たぶん」

を含む発話は、Ｙの「説明が完了し、結論をアナウンスしていること」を投

射していると考えられる。そして、その時点までに、ＹとＦによる発話の重

なり（51 行目から 53 行目まで）と、Ｙを注視せずに下を向いたままのＦに

よる非言語行動（53 行目）などが観察される。「Ｙによる説明」の「終結の

作業」は、Ｙ一人によってではなく、54 行目での「たぶん」を含む発話の

後、ＹとＦの双方によってなされている。 

以下の事例３でも、事例１で観察された現象と同様、話し手のＹによる「た

ぶん」を含む発話の後で、Ｆが発話をせずに聞く志向を示し、聞き手として

の役割をとり始めるという現象が観察される。ただ、事例３では、ＹとＦに

よって行なわれていることはこれまでの事例とはすこし異なっている。 

 

3.2.3 発話権を取得／譲渡する「たぶん」 

【事例３】 （Ｆは、個人旅行の物語について語り、Ｙは、その経緯につい

て確認している。Ｆは、まず、札幌から函館へバイクで行き、函館から青森

まではフェリーを利用。本州での旅行の途中、ヒッチハイク（Hitch hike）

を利用している。） 
 

 01 Ｆ：然
ran2 

後
hou4

：去
q u 4

（．）青
qing1

（．）青
qing1 

森
s en1

 

（（紙に絵を描きながら発話する。その間、ＹはＦが描いているものを注視する）） 

 02 Ｙ：え？（．）これが：＝ 
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（（「え」と発話すると同時に、右手の人差し指を出して、Ｆが書いている 

ところを指差す。そして、Ｆの紙を注視する。一方、Ｆは描き続ける）） 

 03 Ｆ：＝はい （（描く構えを維持したまま）） 

  04 Ｙ：（．）あの：：［ﾟなんだろうﾟ］（（Ｆに視線を向けて、右手の手のひらを上に向け 

て、それを回しながら発話する。一方、Ｆは紙 

に描く構えを維持したまま）） 

 05 Ｆ：      ［ここ？   ］（（描く構えを維持したまま）） 
 06 （1.0） （（ＹはＦを注視し、Ｆは描く構えを維持する。それぞれ自分の構えで一旦停止する）） 

 07 Ｙ：あの 海の：（．） どんぞこの：トンネル： ですか あ違う（1.0）船 

  08 Ｆ：あ 船 うん そう（．）トンネ［ル（つが）］（（描く構えを維持したまま、 

頷きながら発話する）） 

 09 Ｙ：                           ［フェ フェ ］ フェ フェリー 

                            （（Ｆを注視しながら発話する。 

一方、Ｙは描く構えを維持する）） 

 10 Ｆ：そう そう そう フェリー 

 11 Ｙ：フェリーであの：車を載せて（（Ｆを注視しながら）） 
 12 Ｆ：そうですね＝               （（紙を注視したまま、「そうですね」と発話する時、 

一回頷く））  
 13 Ｙ：＝あの：何だろう（．）あ：向こう（（「あの」と発話する瞬間、右手を大きく 

振ると、ＦはＹに視線を向ける）） 

14 Ｆ：うん          （（視線を紙に戻す）） 
 15 Ｙ：渡って        （（発話しながら右手で「渡る」動作の後、Ｆの紙に視線を向ける）） 
 16 Ｆ：そうそうそう  （（紙を注視したまま）） 

 17 Ｙ：あ：：：なるほど（（Ｆの紙に視線を向けたままＹが「なるほど」と発話した直後、 

Ｆはボールペンを上げて、再び書く準備をする）） 

 

→18 Ｆ：で ダ：：（と） （（紙に何かをなぞりながら発話する。 

一方、ＹはＦがなぞるのを注視する）） 

   

→19 Ｙ：あ たぶ：：ん ﾟあのﾟ 

   
 

 

（（Ｙは 19 行目で「あ たぶ：：ん」と発話すると同

時に、両手の手のひらをぱっと開き、Ｆに視線を向

ける。その後、小さい声で「あの」と発話すると同

時に、視線をＦからそらす。 

一方、Ｆは、Ｙが「あ たぶ：：んあの」と発話し

た時点で、顔を上げてＹに視線を向けると同時に、

ボールペンを持ち上げて、一旦書くのを止める）） 
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→20 Ｙ：すみません 

         （（Ｆが顔を上げて視線をＹに向けると、Ｙは「すみません」と発話する。 

その後、右手の人差し指でＦの紙を指差す）） 
→21 Ｆ：はい （（「はい」と発話すると同時に、Ｙが指差しているところを注視する）） 

→22 Ｙ：あ たぶんあの フェリーのほうが 

    
      

（（「あ たぶんあの」と発話する時、Ｆの紙を指差す。ＦはＹの指差している 

ところを注視する。Ｙは「フェリーのほうが」と発話を続けると、右手を 

Ｆの紙から離し、Ｆを注視しながら発話する。一方、Ｆは下を向いたまま）） 

→23 Ｆ：うん  （（下を向いたまま頷く）） 
 24 Ｙ：トンネルより（.）あの安い （（「トンネルより」と発話しながら、右手の手のひら 

を上に向けて低く横に動かし、Ｆを注視したまま 

発話する。「あの安い」と発話する間、Ｆは一瞬Ｙ 

に視線を向けるが、また紙に戻す）） 

 25 Ｆ：うん 安い                （（「うん」と頷くと同時に、顔を上げてＹに視線を 

向ける。その後、また視線を紙に戻す）） 

 26 Ｙ：安い ［あ：］： なるほど    （（「あ：：」と発話する時、頷く。その後、 

視線を机や紙に向ける。一方、Ｆの視線は紙に）） 
  27 Ｆ：    ［うん］         （（視線が紙に行く）） 

28 （．）                       （（Ｙによる吸気音が微かに聞こえる）） 

29 Ｙ：ただ（．）時間：：：が： （（Ｆを注視する。「時間：：：」と発話すると、Ｆは 

一瞬Ｙに視線を向ける）） 

 30 Ｆ：あ：：：対
dui4 

対
dui4 

対
dui4

＝       （（「あ：：：」と発話する前に首をかしげる。 

「対対対」と発話する時、頷く）） 

 31 Ｙ：＝より：＝              （（Ｆを注視したまま）） 

 32 Ｆ：＝うん               （（紙に視線が止まるが、一瞬顔を上げてＹを見て頷く）） 

 33 Ｙ：多く                 （（Ｆを注視したまま）） 

 34 Ｆ：そう                    （（下を向いて頷く）） 

 35 Ｙ：あ：：：：              （（頷いて視線を机のほうに向ける）） 

 36 Ｆ：うん                    （（紙が視線に止まる）） 
 

事例１と事例２では、ＦがＹに「質問」した後、Ｙがそれに「応答」する。

なお、Ｙの応答の発話の中に、「たぶん」の使用が観察される。しかしこの

事例３では、Ｆは、Ｙに質問はしていない。Ｆは、自分の個人旅行の物語に

ついてＹに話そうとしているのである。「たぶん」の発話が出現するまで、

やや長いやりとりが観察され、01 行目から 18 行目まででは、Ｆが「物語の
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語り手」であり、Ｙは「聞き手」である。19 行目の「たぶん」を含む発話

まで、Ｆは、描く構えを維持したままであり、「自分の物語を語る」ことに

志向している。 

01 行目でＦが「然後：去（．）青（．）青森」（それから青森へ行って）と、

自分の手元の紙に絵を描きながら発話すると、Ｙは、02 行目で「え？」と

発話すると同時に、右手の人差し指を出してＦが描いているところを指差し、

そして「これが：」と発話する。Ｆは 03 行目ですかさず「はい」と相槌を

打つ。「はい」と相槌を打った時、Ｆは描く構えを維持したままである。 

04 行目で発話を続けたＹは「あの：：」の後、小さい声で「なんだろう」

と発話するが、05 行目のＦの「ここ？」という確認の発話と重なる。その

直後、約 1.0 秒のポーズが入り、ＹはＦを注視し、Ｆは描く構えを維持し
‧‧‧‧‧‧‧‧

、

二人は一旦停止する。その後、07 行目でＹは発話を続ける。07 行目でのや

や長い発話の間、Ｙは、絶えずＦを注視している。一方、Ｙが 07 行目で「あ

の」と発話する時、Ｆは一旦顔を上げてＹに視線を向けるが、その後、また
．．

視線を自分の紙に戻す
．．．．．．．．．．

。08 行目と 09 行目では、発話の重なりが見られるが、

Ｆは描く構えを維持したまま頷きながら発話している
‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧‧

ことが分かる。 

Ｙの 09 行目での「フェフェフェフェリー」の発話を受けて、Ｆは 10 行目

で「そうそうそうフェリー」と発話し、その間、一旦顔を上げてＹに視線を

向けて（図 17、18、19）、背を起こし、ボールペンを紙から離して描く動作

を止める。 

 
 10 Ｆ：そう そう そう フェリー 

  

図 17         図 18         図 19 

 

Ｆの反応を全体的に観察すると、10 行目までは、ＦはＹの発話に応答し

ているが、志向しているのは「紙」であり、「自分の物語」でもある、と見

てとれる。実際、11 行目の「フェリーであの：車を載せて」という発話に

対し、12 行目でＦは「そうですね」と発話して頷く時も、自分の紙を注視

したままである。その直後、13 行目でＹが「あの：」と発話する瞬間、Ｆ

はＹに視線を一旦向けるが、14 行目で「うん」と発話する時、また視線を
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紙に戻す。15 行目でＹが「渡って」と発話した後も、Ｆは、紙を注視した

まま、16 行目で「そうそうそう」と発話する。このように、Ｆは「自分の

物語を語る」ことへの志向をＹに示しているのである。 

 なお、02 行目から 17 行目までの発話連鎖で、Ｙは、Ｆに船（フェリー）

にバイクを載せて行ったことを確認し、17 行目で「あ：：：なるほど」と

理解を提示する。それを受けて、Ｆは、01 行目での「然後：去（．）青（．）

青森」という発話に続けて 18 行目で「で ダ：：（と）」と発話すると同時に、

手元の紙に何かをなぞりながら、さらに自分の話を続けようとする。一方、

ＹはＦがなぞるのを注視している。ところが、19 行目で、Ｙは「あ たぶ：：

ん」と、小さい声で「あの」と発話する。「あ たぶ：：ん」と発話する同時

に、Ｙは両手の手のひらをぱっと開いて前に出す（図 20 と 21。左はＹ、右

はＦ）。 

 

   
図 20              図 21 

 

19 行目でのＹの「あ たぶ：：ん」（と小さい声で「あの」）という発話を

受けて、Ｆは顔を上げて、Ｙに視線を向けると同時に、ボールペンを持ち上

げ、何かをなぞるのを一旦止める。Ｙは 20 行目で「すみません」と発話す

るが、その前後で、Ｆの顔の向きに顕著な変化が見られる（図 22 と 23）。 

 

     

図 22               図 23 
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Ｆの 18 行目での「で」は、自分の話を再開することを、Ｙにアナウンス

する表現であり、それと共に、「ダ：：（と）」と発話しながら、手を動かし

ている。それゆえ、18 行目での「で ダ：：（と）」という発話とそれに伴う

ジェスチャーで、Ｆは「自分の物語の展開」と「自分の手元（の紙）」に相

手（Ｙ）の注意を求めている。 

 ところが、その時、Ｙは 19 行目で「あ たぶ：：んﾟあのﾟ」と発話する。

Ｙの発話を受けて、Ｆは、視線をＹに向けた後、直前に再開しようとした話
．．．．．．．．．．．．

を敢えて自ら中断している
．．．．．．．．．．．．

。Ｆは、20 行目での「すみません」と 22 行目で

の「あ たぶんフェリーのほうが」というＹの発話（と伴う指差しのジェス

チャー）に対し、「はい」（21 行目）と発話して、Ｙの指差しているところ

を注視し、下を向いたまま「うん」（23 行目）と頷く。また、19 行目での「あ 

たぶ：：んﾟあのﾟ」というＹの発話とそれに伴う両手のジェスチャーの後、

Ｆは顔を上げてＹに視線を向け、ボールペンを一旦持ち上げてなぞるのを止

めるのも、「話し手」としてではなく「聞き手」としてＹの発話を聞く準備

をしている。つまりＦは、Ｙの 19 行目での「あ たぶ：：んﾟあのﾟ」という

発話（addressees
13）の後、「発話権」をＹに渡しているのである。実際、Ｙ

はＦの話を中断させたことに対し 20 行目で「すみません」と発話している。 

なお、Ｙの 19 行目での「あ たぶ：：んﾟあのﾟ」という発話の後に来るの

は、17 行目Ｙの「あ：：：なるほど」という発話によって一応の終結を見

た「フェリーの話」である。このことから、「あ たぶ：：んﾟあのﾟ」という

発話を通して、Ｙは「前の話の内容」や「先の話題」へと引き戻している。

その後、21 行目でＦの注意を得て、発話を再開し、「なぜフェリーを利用し

たか」についてＦに確認している。すなわち、Ｙは 19 行目での「たぶん」

を含む発話の後、発話権を相手（Ｆ）から渡され、その後、「前の内容・先

の話題へと（Ｆの注意を）引き戻す」ということを行なっている。その後、

Ｙは 22 行目での「あ たぶんあのフェリーのほうが」と 24 行目での「トン

ネルより（．）あの安い」という発話を通して、「フェリーのほうが、（トン

ネルより）安いから、フェリーで行ったのですね」という自分なりの解釈に

ついて、Ｆからの承認を求めている。24 行目でのＹの「トンネルより（．）

あの安い」という発話に対して、Ｆは 25 行目で「う：ん 安い」とＹの話の

内容を肯定する応答をしている。このことから、当初の「物語の語り手」で

あるはずだったＦが転じて聞き手として振る舞っていることが分かる。 

                                                 
13

 Schegloff（1972）、Levinson（1983）は、「summonses」と「addresses」とを区別している。

前者は、「呼びかけ」などの単独的な言語行為（speech acts）である。それに対し、後者は、

会話の途中で相手とのコンタクトを維持したり、相手の注意を引いたりするためなどに用

いられ、文脈の中で偶発的に現れるものである。 
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 以上、事例３を通して、「たぶん」を含む発話の後の発話権の交替が起き

ている様子を分析した。また、19 行目での「あ たぶ：：んﾟあのﾟ」と、22

行目での「あ たぶんあのフェリーのほうが」という二つの発話では、それ

ぞれ違うことが達成されていた。このように、同じ言語形式の「たぶん」が、

発話の中に埋め込まれ、それぞれ異なる非言語行動を伴っていて、そして異

なる文脈、タイミングで出現することで、話し手と聞き手の次に行なわれる

こともそれによって異なっていたのである。 

４．おわりに 

本稿では、自然会話データに見られる三つの事例を通して、「たぶん」と

「たぶん」を含む発話連鎖を見てきた。相互行為において会話の当事者たち

（ＹとＦ）は、発話だけでなく、非言語行動や、物などのリソースの同時的

配置（C. Goodwin 2000）を通して、お互いにとって観察可能な方法で、「今

自分の行なっていること」と「次に行なわれる（べき）こと」を示し合い、

理解を構築し、インタラクションを組織化していた。 

同じ副詞（言語形式）としての「たぶん」（を含む発話）であっても、異

なる文脈に埋め込まれると、話し手と聞き手がその場で行なわれていること

も異なってくると考えられる。決して発話だけを抽出し、字面から判断すれ

ば解釈できるものではない。むしろ、字面だけでは解釈できないことのほう

が多い。C. Goodwin（2000）が唱えている通り、会話は、単に会話として捉

えるものではなく、人間の行為（human action）として捉える必要がある。

本稿第三章のデータ分析では、「答えや意見の提出の準備」の投射、「結論の

アナウンス」の投射、そして「発話権の取得／譲渡」と分析したが、いずれ

も、「たぶん」という副詞の言語形式が使用されたため発話の中で何らかの

効果や機能を果たしたというわけでは決してなく、あくまで、個々の文脈の

中で会話の当事者たちが「たぶん」をリソースの一つとして、他のリソース

との組み合わせを通して「行なっている（行われている）こと」と「達成し

ている（達成されている）こと」の記述であった。 

なお、日本語学の従来の副詞「たぶん」についての解説や定義（「推量」、

「可能性」ないしは「確信度」など）と、本稿での三つの事例の考察の結果

とは大きく異なるものであった14。相互行為において、「発話」は、聞き手

（の反応）によって発話の産出がしばしば影響される（C. Goodwin 1979）。

                                                 
14

 日本語学における副詞「たぶん」の意味用法の分析が「イーティック（etic）」な情報か

ら得た結果（「たぶん」の辞書的意味の記述や、「たぶん」は「…だろう」とは共起するが

「…かもしれない」とは共起しない、という文法規則の記述）である。それに対し、相互

行為における「たぶん（を含む発話）」の本稿での分析が「イーミック（emic）」な情報か

ら得た結果（「たぶん」が会話の全体の流れの中で実際にどのように他の言語形式や発話と

それに伴う非言語行動などと同時に使用されているかの記述）であると言える。 
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同じく推量を表す「らしい」に関してもそうである。西阪（2003）が述べて

いるように、話し手が自分の発言を「伝聞」として組み立てている時、必ず

しも発言内容そのものの性質とそれに対する確信の程度と関係があるとは

限らない。むしろ「その発言が行なっていること」を見ることのほうが重要

である。「たぶん」を含む発話（の連鎖）もそうであり、３つの事例の中で、

ＹとＦがお互いに向けて行なっていること、そしてＹとＦによって共同に達

成されていることは、必ずしもただ単に「会話の中で、ＹとＦのどちらかが

一方的に “たぶん”という副詞を使っていれば、必然的に “推量”や“推測” 

の “行為” が行なわれている」などといった定式化の
．．．．

ようなもの
．．．．．

ではない
．．．．

。

また、話し手個人の推量や推測などの個人レベルにとどまる（自己完結的な）

認知的作業でもない。相互行為としての会話の中で「たぶん」という副詞を

使用して自ら一人で発話を「推量」や「推測」として組み立てようとすれば

その行為（や解釈）がそのまま成り立つとは限らないからである。話し手の

「たぶん（を含む発話）」を、聞き手が
．．．．

「推量」や「推測」として受け止め

てさらに（話し手に）理解を示さなければ成立しない
．．．．．．．．．．．．．．

のである。このように、

話し手と聞き手は、常にお互いに自分の発話に対する相手の反応を受けなが

ら、「たぶん」と非言語行動や他に利用可能なリソースで発話を組み立て、

相互的に行為を構築しているのである。 

最後に、日本語第二言語話者と中国語第二言語話者の自然会話データを通

して言語使用を記述していくことで、日本語第二言語話者の実際の会話の中

での文法や発音上の誤りなどの形式的な問題だけ取り出して局所的に観察

したり、それを「個人」の問題に帰属させて誤用として分析（ないしは分類）

したりするよりも、文脈の中で、「彼ら」は今の発話をお互いにどう解釈し、

その次に何を行なうのか、という相互行為の観点から見ていく必要性が再び

浮かび上がった15。言語の使用を人間（または人間の活動）から切り離さず

に考えるためにも、これからも、日本語第二言語話者たちが日本語第一言語

話者たちとともに実際に「会話の当事者たち」として「行なっていること」

や「達成していること」を（アーカイブ化された）会話データから、さらに

多くの事例16や多様な活動場面を取り上げて詳細に考察し、会話データに即

して（学際的にも批判・批評可能な形で）議論し、記述し続ける必要がある。 

 

                                                 
15

 第二言語話者の能力（能力観の変化）については、義永（2008）では詳細に議論されて

いる。 
16

 会話分析（第二言語習得研究における会話分析）において、データから得られた分析の

結果（または記述内容）ないし結論の一般化（および定量化）の問題については、森（2004）

の立場をとる。 
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付記 

本稿は、2009 年 1 月に北海道大学に提出した修士学位論文（未公刊）の

一部に加筆および修正を施したものである。拙稿の作成にあたって、ご指導

いただいた柳町智治先生、佐藤俊一先生、小河原義朗先生をはじめ、多くの

方々に心より謝意を表したい。経済的支援をくださった（公財）交流協会、

また、撮影データの収集を快諾してくれた協力者の方々、入念にネイティブ

チェックをしていただいた真田万里氏（北海道日本語教育ネットワーク）、

コメントしてくださった横森大輔氏（京都大学）に厚くお礼申し上げたい。

そして貴重なご指摘とご助言をくださった査読委員の先生方に感謝いたし

ます。なお、本稿での間違いや不備はすべて筆者の責任である。 

 

トランスクリプションに使用する記号についての説明 
→ 事例の中で、特に注目する行 

文字 ゴシック体と網掛けは、分析において焦点を当てる箇所 

（（ ）） 括弧内の文字は、非言語行動についての注釈 

（．） 発話と次の発話の間に、感知可能なポーズ（pause） 

（1.0） 括弧内の数字は、沈黙の秒数を示す 

： 伸ばし音 

（ ） 括弧の中の文字は、聞き取りに確信が持てない部分 

［ 発話や音声の重なりが始まる時点を示す 

   ］ 発話や音声の重なりが終わる時点を示す 

？ 上昇音調の抑揚 

.h 吸気音 

h 呼気音、笑い 

＝ 発話と次の発話の間に、切れ目のない接続、ラッチ（latch） 

ﾟ ﾟ 発話の音量の小さい箇所 
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